
カルバペネム耐性腸内細菌目細菌（CRE）感染症

届出基準変更の経緯

• 2014年9月19日から5類感染症に指定

• 指定当時はメロペネムの感受性検査を行ってい
ない医療機関が多かったため、改正前のイの基
準を設けていた

• CREでは、主にカルバペネマーゼ産生腸内細菌目
細菌（CPE）が問題となるため、CPEの動向把握が

重要であるが、改正前のイの基準ではカルバペネ
マーゼ非産生菌（non-CPE）が多く含まれたこと、
また、医療機関でのメロペネム感受性試験やCPE
検出の検査法が普及してきたことから、令和7年
4月7日に届出基準が改正された

1

別添３

CRE感染症届出数の推移
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2025年は暫定値
2026年は4月19日時点の速報値
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岐阜県におけるCRE感染症の届出と保健環境研究所での検査状況
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CPE non-CPE 行政検査未実施

 原則としてCREの届出症例全例の分離株
を保健環境研究所で検査

- カルバペネマーゼ産生の有無

- カルバペネマーゼ遺伝子型の確認

 CPEの割合

届出基準変更前： 24例/149例（16%）

届出基準変更後： 8例/17例 （47%）

2025年4月7日～
届出基準変更

CPE/ non-CPE 別 CRE感染症届出数（岐阜県）
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注）2014年は9月19日から
2026年は5月10日時点の速報値

保健環境研究所におけるCRE検査状況
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